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推薦文 本論文は無線ネットワークの性能解析におけるモビリティの影響を定式化し，その手法に基づく

シミュレータ MobiREAL（40 カ国 200 以上の研究機関に公開）を開発している．研究の一部は本
会推薦論文や欧文論文誌に採択されている．

　現代社会の重要な基盤となった無線ネットワークシステム

はさらなる端末の小型化，通信の高速化，適用分野の拡大など

を求め日々発展を続けており，さまざまな新しい技術の開発や

研究が行われている．そのような研究開発に重要な役割を果

たしているのが無線ネットワークシミュレーションである．モ

バイル無線ネットワークのシミュレーションでは，携帯端末

の移動モデル（モビリティモデル）がプロトコルやアプリケーシ

ョンの性能に影響を与えることが知られており，近年，現実的

なモビリティモデルに関する研究が盛んに行われている．

　本研究では，市街地やショッピングモールなどにおける通

路上を移動する歩行者を対象としたモビリティモデル，Urban 

Pedestrian Flows （UPF） を提案する．モデルの現実性が高いほ

ど，データの観測などモデル化のために必要なコストは大きく

なってしまう．既存の現実性を考慮したモビリティモデルの

ほとんどが入力としてODデータ（任意の出発地と目的地の組

を移動する歩行者の数）の観測値を必要としているが，UPFで

は定点観測により入手可能ないくつかの道路における歩行者の

平均密度から現実の市街地のモデル化が可能である．提案手

法ではその平均密度と歩行者の移動経路の候補を入力として，

与えられた密度にできるだけ近くなるような各経路における歩

行者の通行量を線形計画法により見積もっている．本研究で

は，実際に大阪駅前500m×500mの領域における歩行者のモ

デル化を行った．学生ボランティアによる30分間の観測によ

り得られた密度の観測値と，それを元に導出されたモビリティ

における密度との差は8.68%であった．さらに，本研究では2

つのケーススタディを通して，UPFが既存のモデルでは再現

できない影響を無線ネットワークの性能評価に及ぼすことを

示した．

　さらに本研究ではモバイル無線ネットワークシミュレーショ

ンに有用ないくつかの手法を提案し，我々が開発したネット

ワークシミュレータMobiREALに実装した．それら提案手法

の1つがCondition Probability Event （CPE）と呼ばれるモビリテ

ィ記述モデルである．CPEモデルでは歩行者視点での周辺環

境などに応じた行動が記述可能であり，たとえば接近してくる

歩行者や障害物との衝突回避のための移動の速度や向きの変

更や，信号での一時停止などがシミュレータ上で再現可能と

なる．さらに，CPEモデルではネットワークアプリケーション

の入出力を用いた行動記述が可能であり，これによりモバイル

ノードがネットワークを通して受信した交通渋滞情報に基づ

き渋滞個所を迂回するといったような，ネットワークアプリケ

ーションの実行結果に応じた行動を記述することも可能であ

る．このCPEモデルの役割は，UPFやRandom Way-pointの

ような基本的なモビリティモデルの補助であるといえる．任意

の基本となるモビリティモデルと比較してよりミクロな視点に

おける行動の現実性を高めたり，状況に依存してモビリティの

一部を変更したりといったような挙動を，CPEモデルを用いる

ことにより複雑なコーディングを行わずに組み込むことができ

る．本論文では，CPEモデルを利用したMANETにおける情

報配布プロトコルの評価事例を示す．CPEモデルによる記述

に従い，アプリケーションから得られた情報に依存してノード

の移動経路が動的に変更される状況下での性能評価事例によ

り，CPEモデルの有用性を示す．

（平成22年3月30日受付）
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